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緒巨

整形外科領域において，変形性関節症，腰痛

症などの窪痛に対する保存的治療法としてステ

ロイド剤や鎮痛・抗炎症剤が使用される機会は

極めて高い。しかしながら安全性の面からこれ

らの薬剤を承ると，ステロイド剤の場合には長

期連用による関節軟骨の破壊''2)，鎮痛・抗炎

症剤では胃腸障害，皮疹などの副作用が問題と

なっている。痩痛，特に運動時痛を主訴とする

変形性関節症のような慢性疾患の治療にあたっ

ては投薬期間も長期にわたるため，有効性はも

とより，より安全性の高い薬剤が望まれてき

た。

高分子量ヒアルロン酸ナトリウム（SPH）製

剤は変形性関節症の治療を目的として生化学工

業㈱により開発された関節腔内注射剤で，これ

までの薬剤には承られない特徴を有している。

すなわち，ヒアルロン酸は結合組織に普遍的に

存在しており，関節においては粘桐な関節液の

一主要成分として関節の潤滑3)，機械的衝撃の

緩和，関節軟骨表層の保護4)などの重要な機能

を果たしている。ＳＰＨ製剤はヒアルロン酸の

これらの機能に加え，発痛物質の捕捉作用を有

し5)，生理的な機序による臨床症状の改善をも

たらすことが期待される薬剤である。

ＳＰＨ製剤の変形性膝関節症に対する臨床効

果および安全性に関してはすでに大島ら6)によ

る一般臨床試験，七川ら7,8)による多施設臨床

比較試験において検討され，運動時痛に対して

高い改善が認められること，副作用の発現率が

極めて低いことなどが明らかにされている。

今回，このＳＰＨ製剤を生化学工業㈱より提

供を受け，変形性膝関節症を対象としてその有

用性を検討する機会を得たのでその成績を報告

する。

Intra-articularlnjectionTherapyofHighMolecularWeightSodiumHyaluronate（SPH）ｏｎ
ＯｓｔｅｏａｒｔｈｒｉｔｉｓｏｆｔｈｅＫｎｅｅ

Ｔ・ＯｎｏｚａｗａｃｊａＪ.：DepartmentofOrthopedicSurgery，AsahikawaMedicalCollege”c、

-417(3299)－




























	cover
	2012年01月23日16時42分41秒

